
札幌市エネルギービジョンについて 

 札幌市では、主にエネルギーを利用する観点から、限りある資源を無駄なく使うことなどに

よる「エネルギーの有効利用の推進」と、身近に広く存在する再生可能エネルギーの活用によ

り、市民自らがエネルギーを創造するなどの「エネルギー転換の推進」を基本的な方向性とし

て、中長期的なエネルギー施策を展開するための指針となる「札幌市エネルギービジョン」を

平成 26 年 10 月に策定し、目標達成に向けて取り組んでいます。 

札幌市エネルギービジョンの数値目標 

 エネルギービジョンでは、次のとおり、「熱利用エネルギー」と「電力」の目標値を設定し

ています。 

札幌市のエネルギー消費量の推移 

 札幌市内のエネルギー消費量（平成 23 年度以降は「新電力分補正後の値 」。以下同じ。）は、

平成２年度以降、増加傾向でしたが、平成 14 年度をピークとして、それ以降はやや減少か横

ばい傾向で推移しています。平成 27 年度は、前年度比 5.2％減少の 127,015TJ となりました。 
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電力目標（平成 34 年度） 

平成 22 年度の原子力発電分の 50％を省エネ、再エネ、分散電源で転換 

（再エネは、市外からの供給を含む） 

概要版

熱利用エネルギー目標（平成 34 年度） 

年平均１％以上の削減⇒15％削減（平成 22 年度比） 

図１ 札幌市内エネルギー消費量の推移



札幌市エネルギービジョンの数値目標の達成状況 

■熱利用エネルギーの達成状況 

熱利用エネルギー消費量は、平成34年

度に平成 22 年度比 15％削減の目標に対

し、平成 27 年度は、平成 22 年度比で

2.3％減の 57,256TJ となりました。

 平成 27 年度は、家庭部門での消費量

が、前年度比で９％減の 36,502TJ とな

り、家庭での省エネ化などの成果が表わ

れています。 

■電力消費量（省エネ）の達成状況 

 電力消費量は、平成 34 年度に平成 22

年度比 10％削減の目標に対し、平成 27

年度は、平成 22 年度比６％減の 90.3 億

kWh となりました。電力消費量は減少傾

向で推移しており、市民・事業者が省エ

ネ・節電を積み重ねてきた成果と考えら

れます。 

目標達成に向けては、引き続き、省エ

ネ・節電の取組を着実に推進していくこ

とが重要です。 

■再生可能エネルギー発電量の達成状況 

再生可能エネルギー発電量は、平成 34

年度に平成 22 年度比４倍とする目標に

対し、平成 27 年度は、平成 22 年度比 1.3

倍の 1.9 億 kWh となりました。

中でも太陽光発電の発電量は、平成 22

年度比５倍となる 0.5 億 kWh となりまし

たが、目標の 4.4 億 kWh と比べると、わ

ずかな増加にとどまっています。 

 目標達成に向けては、今後も市民向け

の導入支援に取り組むなど、社会経済状

況も見据えながら、導入拡大を図る必要

があります。 

図２ 熱利用エネルギー消費量の達成状況 

図３ 電力消費量（省エネ）の達成状況

図４ 再生可能エネルギー発電量の達成状況 



■分散電源発電量の達成状況

 分散電源発電量は、平成 34 年度に平

成 22 年度比 2.3 倍とする目標に対し、

平成 26 年度は、平成 22 年度比 1.1 倍の

1.9 億 kWh となりました。 

分散電源は、家庭用コージェネレーシ

ョンの普及のほか、事業用についても再

開発等に合わせた導入促進を図ってい

く必要があります。 

■エネルギー転換の達成状況 

 エネルギー転換は、平成 22 年度の市内原子力発電分 41.1 億 kWh の 50％に相当する電力を、

省エネルギー、再生可能エネルギー、分散電源で転換する目標に対し、平成 27 年度の転換 

量は、平成 22 年度原子力発電分の 23％に相当する 9.5 億 kWh となりました。これは、平成 

34 年度の転換目標値 20.8 億 kWh の 46％に相当します。 

図６ エネルギー転換の達成状況 

図５ 分散電源発電量の達成状況 



平成 27 年度進行管理の総括 

 平成 27 年度は、エネルギービジョンの計画２年目でしたが、目標値に対する達成度を見る

と、熱利用エネルギーの削減が 15％、エネルギー転換が 46％という結果になっています。  

上記の達成状況等から、エネルギービジョンの目標達成に向けた今後の取組の方向性につい

て、次のように総括することができます。 

■省エネルギーの推進 

 熱利用エネルギー消費量や電力消費量の削減に向けては、引き続き、冬期間の家庭の暖房エ

ネルギー消費量の削減につながる「札幌版次世代住宅基準」適合住宅など高断熱・高気密な建

物の普及や省エネ機器の導入拡大などに取り組むとともに、学校での環境・エネルギー教育や

出前講座、キャンペーンなどによる省エネ意識の醸成や、家庭や事業者における効果的な省エ

ネ技術の情報提供・省エネ診断の実施などに取り組んでいきます。 

■再生可能エネルギーの導入拡大 

 現在の太陽光発電を取り巻く状況も踏まえながら、引き続き、市民向けの導入支援行うとと

もに、学校などの市有施設への導入に取り組んでいきます。 

■分散電源の導入拡大 

 再開発やビルの新築・建て替えに合わせたコージェネレーションシステムの導入促進を進

めるとともに、家庭へ燃料電池やコージェネレーションシステムの導入支援を進めていきま

す。 
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図７ エネルギービジョンの数値目標に対する達成度 

平成 2７年度の札幌市エネルギービジョンの進捗状況の詳細につきましては、札幌市役所

公式ホームページで公開しております進行管理報告書（本書）をご覧ください。 

http://www.city.sapporo.jp/energy/vision/report/ 札幌市エネルギービジョン 検索 


